
共生する建築
-民藝に見るシステム思考の読解と実践 -

　現今、不確定な環境の中で、建築は本来の寿命とは関係なく取り壊されており、設計
者には社会との相互関係を含むシステムをデザインすることが求められる。
　本研究では民藝に見るシステム思考を背景に BIM の手法を用いて、新たな持続可能な
建築の在り方を掲示する。

批評

更新

BIMツール

民藝的建築設計手法  －能動的 批評と更新の設計プロセス－

システム思考  
様々な要素つながりを俯瞰し、システムそのものの改善を図る。

対象敷地  －埼玉県さいたま市大宮区大門町２丁目－

開発計画  －３期に分けた建築設計－
周辺環境の変化に応じて徐々に建築を計画する。

使われ方・作られ方のダブルバインド
主体と客体が重なり合った民藝のものづくりのシステム

批評と更新の設計プロセス
社会の様々な視点に立ち、自らのデザインを批評し、更新するプロセスが必要である。

BIMツールによる複眼的視点の把握
BIMツールは、環境情報を見える化し、設計者が設計を批評し更新するきっかけとなる。

フェーズ 1 フェーズ 2 フェーズ 3 フェーズ 4 フェーズ 5

民藝的建築の想定 複眼的視点による設計の批評 設計の更新 完成 情報の継承
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対象敷地

小・中・高等学校

駅前商店街

都市計画道路

高層マンション

一宮通り大型ショップング施設

再開発街区(大型複合施設)

住宅街

2項道路 既存不適格建物非ず道路

※非ず道路…地図に示されていない路地

一部
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店舗
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第 1期
敷地内の空地・駐輪場の
建築の設計
shop , salon , office , 
exhibition room

第 3期
都市企画道路沿いの建物の
建て替え
satellite college

第 2期
敷地内の既存不適格建物の
建て替え
restaurant , house , community hall,

foodshop



人々を引き入れる前庭とスリットが入った構造壁 敷地内の路地に繋がるトンネル上の空間。トンネル内から
店内の様子が垣間見られる。この空間は、人の通り道であ
り店舗の店員同士が集まって語り合う場所となる。

小さな面積のスラブがスキップ状に積まれた
展示空間。そのスラブの下には町の人々が集
まり語らう広場が設けられる。

路地とスキップ状の展示空間
を繋げる大きな階段。

構造壁沿いに張り巡らさえた階段と通路 ずれたスラブから光を取り入れる。

展示空間の壁には横ルーバーが
付けられる。そこからは、変わ
っていく敷地の変化が見渡せる。

風を内部に取り入れるベランダ。
オフィスで働く人の安らぐ場所
となる。

風を流し、光を室内に取り入れるエコシャフト
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第１期  －shop , salon , office , exhibition room－ 複眼的視点による設計の批評と更新

駅から敷地に訪れる人の眼
ウォークスルーツールによる設計の批評

大宮駅東口から出て、銀座通りへ 銀座通りから、路地 (WEST SITE STREET) へ 路地の向こうに対象敷地の建築がうっすらと見える。 路地を抜けると、敷地内へと続く道が見える。

既存の路地と敷地内へと続く道への連続感がない。

　構造壁に圧迫感があり、また道に南からの光が入らない。

→構造壁の形態の検討

2階に展示室がある事がわからない。

→展示室があることを知らせる目印が必要

全てが開けており、吹き抜けを活かしきれていない。

→硝子壁、ルーバーの検討

敷地へと続く 2つの道があり、

一方の道は構造壁と階段が印象的に見える。

敷地の奥へと道が続いており、奥へと引き込まれる。 構造壁に沿うように階段が、2階の展示室へと続く。 階段を登り切ると

構造壁の向こうに町の風景が見える。

階段に続く外廊下を歩くと

展示室への入り口が見える。

入り口を入ると吹き抜けがあり、

その向こうに敷地全体を見渡せる硝子壁がある。

敷地角地のボリュームを削り、前庭をつくることで圧迫感を軽減する。

構造壁の一部にスリットを作り、素材に木を用いることでコンクリートの堅い印象を和らげる。
展示室に向かう道から見える場所に大きな開口を設け、中の活動がわかるようにする。 吹き抜けの部分に縦ルーバーを用いて、高さを強調させる。

また、スラブが入る部分には横ルーバーを設置し、人の目線の高さから対象敷地の街並を見渡せる。

敷地内の既存の路地を誘引するボリューム配置とエントランス

既存の路地を設計に取り入れる

既存の路地に沿うように構造壁を挿入し、縦方向に移動するための階段を配置する

硬い構造 ( 構造壁 ) とそれに寄り添う容易に軽い構造が付属される

硬い構造 ( 構造壁 ) と軽い構造 ( 鉄骨柱 ) と間仕切り壁

光を取り入れるボリュームの高さの検討

設計者の眼

オフィスで働く人の眼

光解析による設計の批評 風解析による設計の批評

人働

階段の上に天窓を設け、ワークスペースに光を取り入れる。
午後は 1日を通して、天窓から光が入らない。

また、西側の構造壁が光を遮断していることを分かる。

オフィスを予定している建物の屋上には年間を通して、

北側から風が吹いていることが分かる。

構造壁と屋上庭園の構成を検討し、オフィス内に光・風を

取り入れた設計に更新する。

午前中は光が入るが、午後になると西側の構造壁・建物が影を作り、天窓から光が入っていない。

冬至  10:00 冬至  11:00 冬至  12:00 冬至  13:00
敷地の北・東・西面から風が入り込み、南側に建設

予定の建築に風があたり剥離を起こしている。

夏  南南西の風  Z 軸解析

北側から入り込んだ風は、敷地南側の建物に当たり

上昇気流を起こしている。

夏  南南西の風  X 軸解析

敷地南側に建設予定の建築がビル風を起こしており

複雑な風の流れを作っている。

冬  北北東の風  Z 軸解析

敷地南側の建設予定の建築に風が当たり、吹き下ろ

しの風が敷地に吹いている。

冬  北北東の風  X 軸解析

1階と屋上にあった cafe・garden を繋ぐように各階のオフィスワーカーの寛ぐことが出来るベランダを設ける。ベランダから入る空気は直通階段を通っ

て屋上に抜けていく。また、直通階段は光を取りいてるトップライトの役割も果たす。
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cafe&garden

直通階段の上部の風が強くなっており、各階の空気が階段の

ある方向へ吸引されていることが分かる。

風解析による設計の実証

西側にあった構造壁の一部を東側に変更し、建築の北側に天窓を設置した。結果、1 日を通して光が建築内に入り込むことが可

能となった。

光解析による設計の実証

冬至  13:00 冬至  17:00
ベランダ 天窓
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構造壁をずらし、店主同士の溜り場・時にはフリーマケット等が開ける空間をつくる。この空間は、敷地内の道と敷地南側の路地を繋げる道としても機能し、町の活

動とアノニマスな人々との関わりが生まれる。

構造壁の一部をずらし、構造壁を貫通するように鉄板

で出来たトンネルを通す。

宙に象徴的に浮いた展示空間を細分化し、GL へと続けていく。展示空間は、階段上の空間と

なり路地からシームレスにアクセス出来る。展示空間のスラブの下が町の広場となり、ズレた

スラブの間から展示空間が見える。結果、広場の天井は様々な高さを形成する。 路地から展示空間に行く動きと路地から広場へと行く動きが、螺旋状に絡み合う。
トンネルには窓や吹き抜けがあり、店の様子や上階の様子が伺える。トンネル内は、店舗の人の溜り場であ

りこの場所を訪れすアノニマスな人の通り道としても利用される。

堅い構造壁を分解し、左右の人の流れをつくる。

　→店舗の人同士、店舗とアノニマスな人を繋げる。

店舗で働く人の眼 住人の眼

土地の知

店舗内に空きがあり、洋服を外に出したり、通り沿いの店舗の人の溜り

場になっている。

大宮 一宮通りに立ち並ぶアパレル店

店舗建物の南側に入り口が無いため、南側から建築

内にアクセス出来ない。

構造壁が人の流れと店舗内の活動を分断しており、

町の活動とアノニマスの人々との関わりがない。

3 次元モデリングによる設計の批評 3次元モデリングによる設計の批評

展示室、広場の空間を分散化して、路地へと繋がる

小さな空間をつくる。

shop
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対象敷地には、住宅や小さな店舗が細い路地に沿って混在している。それに比べて、展示室のボリュームと広場はスケールが大きい。

また、展示室が路地空間から分離している。

路地空間からアクセス出来る形で、店舗と住宅が接近してとても小さな空間を形成してい

る。

対象敷地の路地空間

土地の知
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square
square
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第 2期  －restaurant , foodshop , house , community hall－ 複眼的視点による設計の批評と更新
住宅の生活をやわらかく隠す木ルーバー

路地空間に光を取り入れる開口 住宅に光を通す天窓 敷地内を回遊する住宅のボリューム

この場所に住む地域の人とアノニマスな人、
店のスタッフ同士が交流する土間のような空間

住宅に風・光を通す開口

住宅・商業のボリュームの間に生まれる路地空間

住宅のボリュームの下につくられる
商業施設のボリューム

地域に人々が集まる階段状のコミュニティースペース
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路地に住宅への繋がる階段が伸びている。

光を取り入れる南北に平行に配置される壁

住宅のボリュームを持ち上げてその下に商業を入れ、

住宅に光を取り入れる

既存の路地を活かして、路地を広げるように空間を作っていく

ボリュームの隙間から路地に入ってくる光

住宅のボリュームの下にできるピロティ空間

並行した壁の間は路地空間となり、町の余白となる

路地からシームレスに繋がる階段と屋上テラス

住宅のボリュームに繋がる階段

構造壁を貫通して作られる空間

道にせり出すテラス 風景を切り取る開口

住宅の活動とその下の活動が重なる

設計者の眼

住宅のボリュームの配置・開口部の位置の検討

構造壁の形態の検討

住人の眼

光が当たる住宅のボリューム

光が当たる住宅のボリューム
影になっている住宅のボリューム影を作っている構造壁

敷地南側に高層 ( 約 90ｍ) の複合施設が建設され、冬至になると比較的 1日を通して日当たりが悪い。

敷地全体に光があたっている。 構造壁付近に少し影が出来ているが、の敷地全体に光があたっ

ている。

敷地南西の住宅のボリュームが構造壁の影になっている。 敷地南西の住宅のボリュームが南側の建物の影になっている。 殆どの住宅のボリュームが影になっているが、東側のボリュー

ムには光が当たっている。

敷地北側の住宅のボリュームには光が当たっている。

光解析による設計の批評

冬至

SUN

1 日中 日当たりが良い

1日中 日当たりが悪い
午前中 日当たりが良い

冬至

夏至 10:00 12:00 15:00 冬至 10:00 12:00 15:00

各住宅のボリュームをずらして積層させ、隙間にベランダや窓を設けて採光する。

A邸
B邸

C邸
集合住宅

D邸

E邸

N

N

冬至 15:00　更新前

冬至 15:00　更新後

光を取り入れるために南北に平行に配置された構造壁にスリットや開口を開けることで、住宅のボリュームや地表面に日の光が届くようにする。構造壁の開口は人

の動線に合わせて開けられ、視線や光を通す。

住宅のボリュームの日当たりを参照し、住宅の機能 ( 玄関・トイレ・風呂・キッチン・リビング・ベッ

ドルーム等 ) と開口、ベランダの配置を検討する。

1年を通して日当たりが良い
→ベランダ・トップライト

□構造壁の形態検討 □住宅の機能配置の検討

東側の住宅のボリュームに影をつくっている。
→開口を設ける。

冬至に殆ど日が当たらない。

南北方向に対して垂直な壁の配置

壁に設けられた様々な開口

視線
光

動
線

1 年を通して日当たりが良い

冬になると午後中日当たりが悪い

1年を通して午後中日当たりが悪い
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南南西の暖かい風 ( 夏 )

北北東の冷たい風 ( 冬 )

第 1 期時の風解析で、敷地南側に建設される大型複合施設が

複雑な風を作ることが分かった。住宅のボリュームに与える

風の影響を検証する。

風解析による設計の批評

南南西の暖か
い風 ( 夏 )
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夏　南南西の風　X軸解析 夏　南南西の風　X軸解析 冬　北北西の風　X軸解析 冬　北北西の風　X軸解析

夏には南南西から暖かい風が吹いてくる。敷地上空の風は南側の建物に当たり剥離を起こし、風を巻き込んで敷地内に南南西に吹いている。敷地内に風の風速は0.2ｍ～0.4ｍ程度で快適な風であるといえる。しかし、

敷地北側に積まれた住宅のボリュームが風の流れを遮っていて敷地全体に快適な風が行き届いていない。

冬には北北東から冷たい風が吹いてくる。敷地上空の風は南側の建物に当たり、風を巻き込んで南南西に吹いている。敷地内に風の風速は 0.2ｍ～ 0.4ｍ程度で冷たい風ではあるが風速的には快適な風であるとい

える。南南西から敷地内に吹いてくる風は敷地北側に積まれた住宅のボリュームに当たり、下降気流を起こしている。

拡大 拡大

南南西の快適な風を
せきとめている

敷地北側に積まれた住宅のボリュームの形態の検証

敷地・住宅内に風を取り込んだ設計にする。
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冬　北北西の風　X軸解析 ( 断面 )

敷地北側に積まれた住宅のボリューム同士に隙間を空けて風を通す。 夏も冬も住宅のボリュームの隙間から風を取り込むことに成功している。どちらも 0.2ｍ～ 0.4ｍの快適な風が吹いている。

wind

夏　南南西の風　X軸解析 ( 断面 )

□住宅のボリュームの配置の検討 □住宅の開口部の検討

ベクトル追跡図

A邸

ベクトル追跡図

B邸

ベクトル追跡図

C邸

ベクトル追跡図

D邸

ベクトル追跡図

E邸

ベクトル追跡図

集合住宅

土地の知

店を利用する地域の人・アノニマスな人、または店のスタッフ同
士に交流が生まれるように商業のボリュームの構成を検討する。

店舗で働く人の眼
3 次元モデリングによる設計の批評

住宅のボリュームの下に商業施設が入れられる。商業のボリュームは路地に面しており、路地に繋がるように店を開く。

住宅

商業

店舗と路地の間に土間のような中間領域をつくること

でアノニマスな人々を引き入れる。

cafe と salon の間に土間のような空
間をつくり、salon で順番待ちをして
いる人がお茶が出来るようにする。

cafe

salon

fastfood 店で買ったものを食べ
られたり、shop の商品が置ける
場所をつくる。

fastfood

shop

店内を通って反対側の路地に抜け
られるようにする。

shop
salon

気軽に様々な人々が集まって
語り合えるように、入り口か
ら奥にかけて段差をつくり、
自由にカスタマイズできる空
間とする。

か

meetingspace

storeroom

toilet

restaurant, bar, shop の間に細い道を通しそ
れぞれの店での活動が交わるようにする。

bar

shop

restaurant

大宮 一宮通り・住吉通りの様子。店内の商品が道にはみ出しており、店内の空間が拡張している。
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敷地内に続く緑のアプローチ少し休憩ができる吾妻屋

美容専門学生のワークショップ等が

行われる美容実習室

美容実習室と調理実習室を繋げる余白の空間

調理専門学生のワークショップ等が

行われる調理実習室

歩道から中の活動の様子が伺える

学生や地域の人々が集まるテラス

設計者の眼

既存の構造壁に寄り添うようにスラブを挿入する

壁に付属される活動

見え隠れするスクリーン

奥へと続く壁

cooking lab

beaty lab
workshop room

既存の構造壁に付属される鉄鋼柱と見え隠れする中の活動

奥へと続いていく壁

マッスになっている建築のボリュームを分散させて、

歩道への圧迫感をなくすと共に中の活動が見える空間とする。

建築のボリュームを分解し、大宮に多い美容・調理の専門学校のサテライトカレッジ ( 美容実習室・調理実習室 ) を配置する。その間に、各専

門学校生がコラボレーション・ワークショップが行われすフリースペースを配置する。

サテライトカレッジ ( 美容実習室・調理実習室 ) のボックスを繋げるようにフリースペースのボックスを重ね、入れ子

状の空間をつくる。フリースペースのボックスは通り抜けの道としても利用され、歩道側から中の活動が見える。 敷地内へと続くアプローチ。大宮を象徴するケヤキの木々が並ぶ。 歩道から 3つのボックスが重なっている空間が確認できる。

一宮通りから敷地に向かう人の眼
ウォークスルーツールによる設計の批評

建築のボリュームが歩道に圧迫感を与えている。 歩道を歩いている人から建築内での活動が見えるようになっている。

美容調理 WS


